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飯田市立病院ニュース 

（
援
助
隊
１
班
の
出
発
式
）
 

 　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
１７
年
と

し
て
新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上

げ
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
異
常
気
象
と
自
然

災
害
が
日
本
列
島
を
襲
い
、
ま

さ
に
「
災
」
の
漢
字
に
代
表
さ

れ
る
１
年
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
幸
い
に
も
、
当
地
方

に
お
い
て
は
大
き
な
人
的
被
害

に
直
結
す
る
災
害
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
飯
伊
地
域
で
唯
一
「
災

害
拠
点
病
院
」
と
し
て
の
機
能

を
有
す
る
当
院
と
し
て
、
東
海

地
震
の
発
生
な
ど
を
想
定
す
る

中
、
「
基
幹
災
害
拠
点
病
院
」

と
の
連
携
に
よ
る
、
広
域
的
応

援
体
制
の
重
要
性
を
再
認
識
い

た
し
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
て
、
新
年
に
あ
た
り
病
院

事
業
の
方
針
を
述
べ
な
が
ら
年

頭
の
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

　
飯
田
市
立
病
院
は
、
高
松
分

院
と
業
務
を
連
携
し
つ
つ
、
自

治
体
病
院
と
し
て
の
公
共
性
と

経
済
性
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
を

基
本
に
、
次
に
掲
げ
る
具
体
的

事
業
の
展
開
と
新
た
な
課
題
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

　
ま
ず
具
体
的
事
業
と
し
て
は
、

昨
年
取
得
し
た
地
域
医
療
支
援

病
院
機
能
の
充
実
強
化
を
図
り
、

開
放
型
の
病
院
と
し
て
本
格
的

運
用
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
次
に
、
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
は
、
機
能
の
一
層
の

充
実
に
よ
り
事
務
の
効
率
化
を

図
り
な
が
ら
、
質
の
高
い
医
療

の
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
事
業
展
開
と
し
て
は
、

厚
労
省
が
推
進
し
て
い
る
「
メ
デ
ィ

カ
ル
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
戦
略
」
の
一
環

と
し
て
整
備
さ
れ
る
「
地
域
が

ん
診
療
拠
点
病
院
」
の
機
能
分

析
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
差
の

な
い
、
質
の
高
い
が
ん
医
療
の
均

て
ん
化
に
寄
与
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
同
時
に
質
の
高

い
が
ん
医
療
の
提
供
に
資
す
る

た
め
、
生
理
・
代
謝
の
面
か
ら

の
疾
患
検
索
と
、
腫
瘍
の
部
位
・

進
展
度
診
断
の
両
面
に
優
れ
て

い
る
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
の
あ
り
方
や

導
入
効
果
な
ど
も
併
せ
て
研
究

し
ま
す
。 

　
ま
た
、
当
面
す
る
課
題
と
し

て
は
、
こ
の
２
月
に
日
本
医
療

機
能
評
価
機
構
の
認
定
更
新
に

伴
う
、
訪
問
審
査
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
機
能
評
価
の
更
新

認
定
に
よ
り
更
に
質
の
高
い
医

療
を
提
供
で
き
る
体
制
が
構
築

さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
飯
田
市
立
病
院
で
は
、
前
述

の
公
共
性
と
企
業
性
も
配
慮
す

る
中
で
、
個
々
の
目
標
や
達
成

す
べ
き
課
題
を
掲
げ
、
評
価
し

な
が
ら
見
直
し
を
進
め
る
こ
と

で
良
質
な
医
療
に
貢
献
し
、
そ

の
責
務
を
果
た
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

 

○援助隊の体験記録より 
 

○ 全国糖尿病週間　飯伊地区行事 
○ 皆様の声にお応えします 
 

 

飯
田
市
立
病
院
長 

宮

川

　

信 

 新潟中越地震の緊急医療援助隊活動 
 
新潟中越地震の緊急医療援助隊活動 
 

話題の広場より話題の広場より 話題の広場より話題の広場より 話題の広場より 
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災
害
拠
点
病
院
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
、
医
療
活
動
に

支
障
を
き
た
し
た
こ
と
を
教
訓

に
し
て
、「
災
害
時
に
お
け
る

初
期
救
急
医
療
体
制
の
充
実
強

化
」
を
実
施
す
る
た
め
に
指
定

病
院
の
整
備
を
す
る
と
し
た
も

の
で
す
。 

　
長
野
県
で
は
、
各
医
療
圏
ご

と
に
１０
病
院
が
指
定
（
う
ち
１

病
院
に
つ
い
て
は
「
基
幹
災
害

拠
点
病
院
」
を
兼
ね
て
い
ま
す
。）

さ
れ
て
お
り
、
災
害
時
に
多
発

す
る
重
篤
患
者
の
救
命
医
療
に

対
応
で
き
る
機
能
を
有
す
る
と

と
も
に
、
広
域
搬
送
へ
の
対
応

や
医
療
救
護
チ
ー
ム
の
派
遣
、

応
急
用
資
器
材
の
貸
し
出
し
に

対
応
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。 

　
飯
田
下
伊
那
地
域
に
お
い
て

は
、
飯
田
市
立
病
院
が
こ
の
指

定
を
受
け
て
お
り
、
災
害
拠
点

病
院
機
能
を
保
持
す
る
た
め
、

定
期
的
な
訓
練
や
関
係
機
関
と

の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

 

災
害
医
療
現
場
の 

　
　
　
　
　
貴
重
な
体
験 

【
医
師
　
平
栗
　
学
】 

　
１１
月
８
日
か
ら
１１
月
１４
日
ま

で
、
新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災

地
に
緊
急
医
療
援
助
隊
と
し
て

３
班
に
分
か
れ
て
行
っ
て
来
ま

し
た
。
地
震
発
生
よ
り
す
で
に

約
３
週
間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

あ
る
程
度
復
旧
さ
れ
て
き
た
段

階
で
の
派
遣
で
し
た
。 

　
派
遣
先
は
震
度
７
が
記
録
さ

れ
た
川
口
町
で
、
人
口
約
５
、

７
０
０
人
の
町
に
、
全
国
か
ら

６
チ
ー
ム
の
一
般
医
療
班
と
５

チ
ー
ム
の
心
の
ケ
ア
チ
ー
ム
が

入
っ
て
お
り
、
仮
設
診
療
所
で

の
診
療
や
巡
回
診
療
が
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
我
々
は
川
口
小
学

校
の
仮
設
診
療
所
で
診
療
を
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
チ
ー

ム
は
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
の
統

括
の
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
診
療
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
す
で
に

町
の
２
つ
の
診
療
所
が
復
旧
し
、

普
通
診
療
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
し
た
の
で
、
一

般
診
療
は
そ
れ
ら
の
診
療
所
に

か
か
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

縮
小
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
疾
患
の
内
容
も
時
間
と
と
も

に
変
化
し
、
そ
の
頃
は
不
眠
や

風
邪
、
便
通
異
常
な
ど
の
内
科

的
疾
患
が
多
く
、
仮
設
診
療
所

を
訪
れ
る
患
者
さ
ん
も
か
な
り

減
っ
た
様
子
で
１
日
に
１０
人
程

度
で
し
た
。
２
泊
３
日
と
い
う

短
い
滞
在
で
し
た
が
、
普
段
の

生
活
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な

い
、
多
く
の
事
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
被
災
地
の
方
々

に
は
一
日
も
早
く
復
旧
・
復
興

が
さ
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

日
が
来
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。 

＝
同
行
ス
タ
ッ
フ
の
コ
メ
ン
ト
＝ 

　
医
療
援
助
班
と
し
て
現
地
に

赴
い
た
わ
け
で
す
が
、
あ
ら
た

め
て
医
療
が
頼
り
に
さ
れ
て

い
る
の
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

眠
れ
な
い
と
不
安
そ
う
に
来

ら
れ
た
患
者
さ
ん
が
、
当
院

医
師
の
診
察
を
受
け
、
安
心

し
た
表
情
で
帰
っ
て
行
く
光
景
。

「
お
腹
が
痛
い
」
と
、
の
た
打

ち
回
っ
て
い
た
子
供
が
、
診

察
中
に
居
眠
り
を
し
て
し
ま

う
と
い
う
光
景
。
医
療
ス
タ

ッ
フ
の
一
言
が
、
医
師
の
一

瞬
の
接
触
が
、
患
者
を
救
う

も
の
と
実
感
し
ま
し
た
。 

  

看
護
職
と
し
て
の 

　
　
　
　
支
援
を
通
じ
て 

 

【
看
護
師
　
何
原
真
弓
】 

　
今
回
の
私
た
ち
の
派
遣
は
、

地
震
発
生
か
ら
２
週
間
を
経

過
し
た
時
期
で
す
。
こ
の
頃

か
ら
、
避
難
所
で
不
自
由
な
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
被

災
者
の
中
に
、
①
ス
ト
マ
管
理

中
の
方
②
重
症
の
慢
性
疾
患
の

方
③
ス
ト
レ
ス
か
ら
の
不
眠
等

で
精
神
的
に
不
安
定
な
方
の
存

在
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
多
く
の
医
療
機
関
に
よ
る
細

切
れ
の
支
援
で
は
困
難
な
こ
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
に
対
し
て
、
一

定
期
間
継
続
し
て
派
遣
可
能
な

医
療
体
制
で
対
応
す
る
意
義
は

大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。
看
護

職
と
し
て
は
、
同
一
施
設
内
及

び
他
医
療
機
関
と
の
連
携
で
、

被
災
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き

な
が
ら
の
情
報
収
集
・
支
援
が

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。   （被害を受けた家屋） 

（無料診療の様子） 

（小学校に設置された 
　　　仮設診療所案内） 

災
害
拠
点
病
院 

　
　
　
に
つ
い
て 
災
害
拠
点
病
院 

　
　
　
に
つ
い
て 
災
害
拠
点
病
院 

　
　
　
に
つ
い
て 

新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
地
に 

緊
急
医
療
援
助
隊
派
遣
　
＝
援
助
隊
の
体
験
記
録
よ
り
＝ 
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　当院では、外来・入院の患者さま、お見舞い等の皆さまから様々なご意見ご要望をいただいております。
最近お寄せいただいたものの他、ご意見により現在運用されている事例などをご紹介します。今後とも
より良い病院を目指し、改善に取り組んでまいります。 
＜ご意見の内容＞ 
　エレベーターの床が汚れています。ゴミが落ちているというのではないですが、床材がしみだらけで、
そのためかエレベーター室内が暗く感じられ狭いこともあり圧迫感があります。どことなく不快な臭い
もあります。狭い所は臭いがこもりがちですから、床材を布タイプでなく一般フロアと同じ樹脂タイプ
にしてはどうでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （40代・女性）

＜改善の内容＞ 
　当院は開設以来十数年を経過し、施設の修繕は随時行っております。エレベーターの床については、
ご指摘のとおり劣化、汚れが目立つため張替をしました。床材には、すべりにくく耐久性に優れ、防塵性、
防臭性にも配慮した塩化ビニール樹脂を使用しました。また、床の色は白系としたため、エレベーター
室内は以前より明るく感じられるようになっております。　　　　　　　　　　　　　　　　　【庶務課】 

　全国糖尿病週間（１１月８日から１１月１４日）に合わせ、飯伊糖尿病連
絡会では１１月７日飯田市立病院において、無料検診及び講演会を開
催しました。 
　無料検診では、一般市民１１３人の方が参加し、尿検査・血糖値・
体脂肪を測定後、栄養指導と医療相談を行いました。多くの方で
会場は一杯になり、お待たせしご迷惑をお掛けしましたが、数値的に問題がある方を医療
へ繋げることができました。また、講演会は、元飯田病院　須田成彦先生による「糖尿病、

治療して防ごう合併症」と題して講演をしていただきました。こ
ちらも会場に入りきらない状態で、大盛況でした。２０代３０代の
方も参加され、糖尿病の関心の高さが伺えました。 
　糖尿病は一度なってしまうと治らない病気ですが、食生活・運
動など日頃の健康管理で重度化させないよう、糖尿病とうまく付
き合う方法を考えるきっかけとなったようでした。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　【飯伊糖尿病連絡会】 
 

　昨年１１月１８日に、飯田市上郷に在住、北村輝子
様より「快適な療養環境の整備に役立ててほしい」
とのことで、ご自身の１００号の大作日本画「コロ
セオの地下」をご寄付いただきました。 
　この作品は、北村様の代表的作品の一つで「青
峰美術院展兵庫
県知事受賞」作
品です。現在、
１階の外来に展
示され、和らぎ
と暖かみのある
療養空間の演出
に大きな貢献を
いただいていま
す。　【庶務課】 

 

 

　厚生労働省では平成１３年度から１１月２５日を含む
１週間を「医療安全推進週間」と定め、患者さまの
安全を守るための医療関係者の共同行動の推進を図っ
ています。高松分院・ゆうゆうにおいても１１月２２
日から３０日までを医療安全推進週間と定め、高松ギャ
ラリーへ各部署からあげられた目標（標語）を展示し
ました。また、医療事故を防止するための職員研修
会の様子等も展示
し、あらためて医療
安全について考え直
し、医療事故やイン
シデントが発生しな
いよう取り組むこと
としました。　　　
　　　【高松分院】 

全国糖尿病週間　飯伊地区行事 

尊いご寄附をいただきました 

みなさまの声にお応えします 

話
題
の
広
場

話
題
の
広
場 
話
題
の
広
場

話
題
の
広
場 
話
題
の
広
場 

医療安全への取り組み 
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編

集

後

記

 

眼科 

深井　教介 
平成15年卒業 

平成16年11月1日着任 
前勤務病院：　　   
信州大学医学部附属病院 

ふかい　　きょうすけ 
耳鼻咽喉科 

鈴木　宏明 
平成14年卒業 

平成16年10月1日着任 
前勤務病院：　　   
信州大学医学部附属病院 

  すずき　　ひろあき 

 

　
月
１
回
は
、
保
険
証
・

受
給
資
格
者
証
の
提
示
を

お
願
い
し
ま
す
。 【

医
事
課
】 

 

（開業医の先生方に当院の医療情報を公開しています。） 

　
飯
田
市
立
病
院
前
の
交
差
点

に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

以
前
よ
り
、
不
注
意
に
よ
る
事

故
が
多
発
し
て
お
り
、
こ
れ
は

何
と
か
し
な
け
れ
ば
重
大
事
故

に
つ
な
が
る
と
し
て
、
足
掛
け

５
年
が
か
り
で
よ
う
や
く
設
置

に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。 

　
夜
に
は
照
明
も
灯
り
明
る
い

交
差
点
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
の
で
、
周
辺
の
防
犯
面
で
も

効
果
が
あ
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
病
院
周
辺
の
道
路
は

ス
ピ
ー
ド
を
控
え
め
に
走
行
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
施
設
担
当
】  

　
飯
田
市
立
病
院
で
は
「
か
か

り
つ
け
医
」
の
先
生
方
と
の
医

療
連
携
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
当
院
で
の
専
門

的
な
外
来
診
療
や
高
度
な
検
査
・

入
院
医
療
な
ど
が
安
全
で
効
率

的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
診
療

に
関
す
る
情
報
を
地
域
の
先
生

方
に
公
開
し
て
い
ま
す
。 

　
初
診
の
患
者
さ
ま（
新
し
い

診
療
科
を
受
診
さ
れ
る
場
合
）

に
は
、
「
か
か
り
つ
け
医
」
の

先
生
方
か

ら
の
「
紹

介
状
」
を

お
持
ち
い

た
だ
く
こ

と
を
お
す

す
め
し
て

い
ま
す
。 

【
地
域
医

療
部
】 

【リハビリテーション科】 

　リハビリテーション科には、９人の理学療法士、
４人の作業療法士、２人の言語聴覚療法士、２
人の視能訓練士、２人の歯科衛生士と２人の助
手の２１名で仕事をしております。理学療法士・
作業療法士・言語聴覚療法士は、病院の奥にあ
るリハビリテーション室で身心に障害のある方
に対するリハビリテーションを実施しています。
対象は、０歳のＮＩＣＵを経た乳児から、１００
歳の老人まで様々な疾病の方がいらっしゃいます。
午前中は外来患者、午後は入院患者を中心に治
療しています。外来患者では、発達遅滞などの
小児疾患の方と、外傷などの整形外科疾患の方
が大勢おみえになります。入院患者では、関節
置換術、骨折などの整形外科疾患の方、脳卒中
などの神経内科・脳外科疾患の方、外科手術後
の方など殆どの科より患者さんがみえます。特
に急性期の病院として、発症直後における脳卒
中の方達の基本的な動作能力の獲得を行い、回
復期病院でリハビリする適切な基礎作りに努め
ています。 
　視能訓練士は、目に関する各種検査のほか、
斜視や弱視の児の視能訓練を実施しています。
歯科衛生士は、口腔外科の助手を務めるほか、
口腔衛生に関する指導や、術後の管理に努めて
います。 
　様々な分野で、病気や障害を持った方が快適
で適切な生活を送れるように御手伝いをしてお

りますので、家
庭での生活や身
体的なことで
困った事があれ
ば、気軽にご相
談下さい。　　
　　　　（原田） 

 

 

　
度
重
な
る
台
風
上
陸
に
中

越
地
震
と
自
然
の
猛
威
に
見

舞
わ
れ
た
平
成
十
六
年
で
し

た
。 

　
当
然
の
こ
と
と
は
言
い
な

が
ら
病
院
と
し
て
中
越
地
震

へ
の
医
療
支
援
に
参
加
で
き

た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
事
柄

で
し
た
。 

　
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
備

え
を
行
い
つ
つ
も
、
今
年
が

平
穏
な
一
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
。 

【
編
集
委
員
会
　
中
村
喜
行
】 

 

●シリーズ● ●シリーズ● 

職場紹介  職 場 紹 介  
その4

ご 案 内 ご 案 内 

 

新
任
医
師
の
紹
介 

新
任
医
師
の
紹
介 

平
成
16
年
10
月
〜
12
月 

保
険
証
類
の
提
示
を 

お
忘
れ
な
く 

交
差
点
に
信
号
機
設
置 

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち 

ま
し
ょ
う 




